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チャレンジ社会
参
画
を
通
し
て

難
民
認
定
申
請
者
を
支
援

神
奈
川
県
鎌
倉
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ル
ペ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー

日
本
最
大
規
模
の

難
民
シ
ェ
ル
タ
ー
を
運
営

　

紛
争
や
政
治
的
、
経
済
的
な
理
由
等
か
ら
母
国
で

の
迫
害
を
逃
れ
、
難
民
と
し
て
の
受
け
入
れ
を
求
め

て
来
日
す
る
外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
。
出
入
国
在

留
管
理
庁
が
公
表
す
る
令
和
４
年
の
難
民
認
定
申
請

者
数
は
３
７
７
２
人
（
前
年
比
１
３
５
９
人
、
56
％

増
）
で
、
令
和
5
年
8
月
現
在
の
難
民
認
定
申
請
者

は
す
で
に
1
万
人
を
超
え
、
過
去
最
多
を
更
新
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
日
本
で
は
難
民
申
請
の
手
続
き
か

ら
結
果
が
出
る
ま
で
に
2
～
3
年
か
か
り
、
難
民
認

定
率
は
1
％
以
下
と
諸
外
国
と
比
べ
て
厳
し
い
と
い

う
現
実
が
あ
る
。
そ
の
間
、
外
務
省
が
保
護
費
を
支

給
し
、
財
政
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
公
的

支
援
が
十
分
で
な
い
こ
と
や
就
労
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
生
活
に
困
窮
し
、
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
陥

る
難
民
も
少
な
く
な
い
。

　

神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ル
ペ
な

ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
（
理
事
長
：
榎
川
勝
也
氏
）
は
、「
難

民
の
友
に
、
難
民
と
共
に
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
、
難
民
支
援
の
現
場
で
長
年
活
動
し
て
き
た

民
間
団
体
関
係
者
が
集
ま
り
、
令
和
２
年
２
月
に
設

立
さ
れ
た
。

　

主
な
支
援
活
動
は
、
鎌
倉
市
に
あ
る
修
道
院
を
活

動
拠
点
と
し
、
日
本
最
大
規
模
の
難
民
シ
ェ
ル
タ
ー

を
運
営
し
、
難
民
へ
の
緊
急
支
援
、
定
住
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
緊
急
支
援
で
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
衣
食
住
の
提
供
や
医
療
支
援
な
ど
を

行
い
、
定
住
支
援
で
は
弁
護
士
と
連
携
し
た
難
民
申

請
手
続
き
の
支
援
、
日
本
語
学
習
支
援
、
通
訳
・
翻

訳
支
援
、
就
労
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

難
民
認
定
申
請
者
を
保
護
し

回
復
と
自
立
を
促
す

　

同
法
人
は
、
令
和
３
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
難
民
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
社
会
参
画
を
通
し

た
回
復
か
ら
自
立
ま
で
の
支
援
事
業
」を
実
施
し
た
。

　

同
事
業
は
、
主
に
仮
放
免
中
の
難
民
認
定
申
請
者

を
保
護
し
、
身
体
的
・
精
神
的
な
回
復
と
自
立
を
促

す
こ
と
を
目
的
に
、
①
回
復
の
た
め
の
場
づ
く
り
事

業
、
②
難
民
自
ら
に
よ
る
発
信
事
業
、
③
難
民
の
社

会
参
画
の
政
策
化
と
支
援
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
提
供
事
業

に
取
り
組
ん
だ
。

　

事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、同
法
人
理
事
・

事
務
局
長
の
有
川
憲
治
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。

　
「
母
国
で
の
迫
害
か
ら
逃
れ
て
来
日
し
た
難
民
は
、

空
港
で
難
民
申
請
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
多
く
は
帰

国
を
迫
ら
れ
る
か
、
入
管
施
設
に
収
容
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
入
管
施
設
か
ら
仮
放
免
を
受
け
て
い
る
難

民
認
定
申
請
者
は
、
再
収
容
さ
れ
た
り
、
強
制
送
還

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
が
常
に
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
仮
放
免
中
は
就
労
許
可
が
な
く
、
健

康
保
険
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
ず
、
移

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ア
ル
ペ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

 WAM から　 ひと言

　「難民の社会参画の政策化と支援モ
ジュールの提供事業」で、市内で運用さ
れている「地域通貨」を活用し、「なん
みんカフェ」を開催したことは、対象者
の生きがいに繋がる活動になったといえ
ます。
　また、市民グループや社協、市議会議
員などの連携で開催した意見交換を行う
学習会から、「鎌倉なんみん共生フォー
ラム」の創設、そして市議会で難民政策
についての国への提言に繋がっていった
ことは本事業からの大きな波及効果であ
り、貴団体の活動が今後も難民の方との
相互理解に寄与することを期待します。
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動
制
限
が
あ
る
な
ど
の
不
安
定
な
生
活
に
よ
り
、
身

体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で
は
仮
放
免
中
の
難
民

認
定
申
請
者
に
対
し
、
シ
ェ
ル
タ
ー
を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く
、
自
ら
の
将
来
を
自
己
決
定
で
き
る
ま
で

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
社
会
と
つ
な
が
り

な
が
ら
、
自
立
す
る
能
力
を
養
う
こ
と
を
目
指
し
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
と
く
に
地
域
住
民
に
難
民

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
関
係
性
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

20
人
の
難
民
を
受
け
入
れ

必
要
な
衣
食
住
を
提
供

　
「
回
復
の
た
め
の
場
づ
く
り
事
業
」
で
は
、
主
に

入
管
施
設
か
ら
仮
放
免
を
受
け
て
い
る
難
民
認
定
申

請
者
を
対
象
に
、
運
営
す
る
難
民
シ
ェ
ル
タ
ー
に
お

い
て
、
20
人
の
難
民
を
受
け
入
れ
、
必
要
な
衣
食
住

を
提
供
し
た
。

　

利
用
経
路
と
し
て
は
、
本
人
か
ら
の
相
談
を
は
じ

め
、
難
民
支
援
団
体
や
弁
護
士
の
紹
介
で
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　

シ
ェ
ル
タ
ー
の
生
活
環
境
と
し
て
は
、
施
設
内
に

は
30
室
の
個
室
が
あ
り
、
各
部
屋
に
は
寝
具
や
机
、

冷
暖
房
器
具
、
洗
面
台
、
タ
ン
ス
な
ど
を
完
備
。
1

階
は
男
性
棟
、
2
階
は
女
性
棟
と
な
り
、
各
フ
ロ
ア

に
は
共
同
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
、
洗
濯
機
、
談
話
室

な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

　

食
事
支
援
で
は
、
近
隣
の
農
家
や
青
果
店
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
団
体
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
食
材

の
提
供
を
受
け
、
ス
タ
ッ
フ
や
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
調
理
し
た
食

事
を
1
日
3
食

提
供
し
て
い

る
。
利
用
者
が

母
国
の
料
理
を

つ
く
り
、
交
流

し
な
が
ら
食
事

を
楽
し
む
こ
と

も
あ
る
と
い

う
。

　

医
療
支
援
と
し
て
は
、地
元
医
師
に
よ
る
往
診（
毎

週
）
や
、
医
師
2
人
と
鍼
灸
師
に
よ
る
医
療
相
談
を

毎
月
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
へ
の
受
診

同
行
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
利

用
者
の
日
々
の
悩
み
に
応
え
る
た
め
、
専
従
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
相
談
に
も
常
時

対
応
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
生
活
支
援
だ
け
で
な
く
日
本
に
お
け
る

将
来
的
な
自
立
に
向
け
、
日
本
語
の
個
別
学
習
と
と

も
に
、
英
語
の
グ
ル
ー
プ
学
習
を
実
施
す
る
こ
と
に

NPO法人アルペなんみんセンター
難民のエンパワメントと社会参画を通した回復から自立
までの支援事業

令和3年度事業

【事業概要】
　難民認定申請者を保護し、社会参画を通して身体的・精神的な回復と自
立を促すことを目的に、回復のための場づくりやエンパワメントプログラ
ムの実施、難民自らによる社会への発信を行う事業

【実施内容】
◆�回復のための場づくり事業
主に仮放免中の難民認定申請者を対象
に、衣食住を提供するとともに、音楽
セラピーやカ
ウンセリング
などの支援を
通して身体
的・精神的な
回復を図る

◆難民自らによる社会への発信事業
イベントやSNS、ニュースレター等を
通して、難民が自らの状況について社
会に発信し、難民への理解を深めるこ
とで地域参画や自立を促進する
◆難民の社会参画と支援モジュールの
提供事業
事業で実施する難民の回復プロセス
や地域における参画を、行政との連
携・政策化に結びつけ、全国の難民
支援団体や自治体が活用できる支援
モジュールの確立を目指す

事業概要

【成果】
◆運営する難民シェルターで20人の難民を受け入れ、
衣食住の提供とともに、カウンセリングや医療支援
を実施した。難民の身体的・精神的な回復に向け、
音楽セラピーや農作業、日本文化を学ぶ体験活動な
どを行い、活動を通して地域住民との交流を図るこ
とにつながった

◆「世界難民の日」にオン
ラインイベントを開催
し、活動の紹介や難民
のインタビューなどの
プログラムを配信。そ
の様子はテレビ、新聞
など多くのメディアに取り上げられ、広く発信する
ことができた

◆市民グループや社会福祉協議会、社会福祉施設、市
議会議員、警察などが参加する学習会を開催したこ
とをきっかけに、「鎌倉なんみん共生フォーラム」
が創設され、地域における難民の受け入れや支援の
ための連携が始まった

　　鎌倉市議会での議論が高まり、難民政策に関する
国への提言「人道的見地で難民政策の見直しを求め
ることに関する意見書」が提出されることにつなが
った

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

888万4千円

17 ●WAMー2023.11

同法人は、鎌倉市にある修道院を拠点に、日本
最大規模の難民シェルター（個室 30 室）を運
営し、主に仮放免中の難民認定申請者への支援
に取り組んでいる
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よ
り
、
日
本
語
の
習
得
や
利
用
者
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
支
援
し
て
い
る
。

　

通
訳
・
翻
訳
支
援
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語

等
の
通
訳
・
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
が
、
日
本
で
生
活

し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
に
は
日
本
語
の
学

習
に
な
る
た
め
、
基
本
的
に
は
わ
か
り
や
す
い
日
本

語
を
用
い
て
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。

　

利
用
者
の
身
体
的
・
精
神
的
な
回
復
に
向
け
た
活

動
と
し
て
は
、
音
楽
セ
ラ
ピ
ー
や
農
作
業
の
ほ
か
、

利
用
者
同
士
や
地
域
住
民
が
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的

に
日
本
文
化
を
学
ぶ
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
し

た
。

　

体
験
活
動
に
つ
い
て
、
同
法
人
地
域
連
携
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
漆
原
比
呂
志
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

　
「
音
楽
セ
ラ
ピ
ー
で
は
、
地
域
の
音
楽
家
に
指
導

し
て
も
ら
い
、
多
言
語
の
歌
を
通
し
て
利
用
者
が
交

流
し
な
が
ら
、
互
い
に
励
ま
し
あ
う
場
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
農
作
業
は
、
敷
地
内
に
あ
る
畑
で
毎
週

土
曜
日
に
、
地
域
住
民
を
招
い
て
利
用
者
と
交
流
し

な
が
ら
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
し
て

難
民
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
も
ら
え
る
機
会
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」。

難
民
自
ら
の
発
信
に
よ
り

理
解
を
深
め
る

　
「
難
民
自
ら
に
よ
る
社
会
へ
の
発
信
事
業
」
で
は
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
難
民
セ
ミ
ナ
ー
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ほ

か
、作
成
し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
配
布
を
行
っ
た
。
同
法
人
の
活
動

紹
介
を
は
じ
め
、
難
民
自
身
が
自
ら
の
状
況
や
日
本

で
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
難
民
に
つ
い
て
の
関
心
や
理
解
を
高
め
る
こ

と
で
、
難
民
の
地
域
参
画
や
自
立
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。

　

国
連
が
定
め
た「
世
界
難
民
の
日
」に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ル
ペ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
２ 

０
２
１
」
を
開
催
し
、
施
設
の
紹
介
や
難
民
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
信
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
約
１
５
０
０
回
視
聴
さ
れ
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
同
法
人
の
主

催
や
全
国
の
学
校
・
関
係

機
関
と
連
携
し
た
「
難
民

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
に

施
設
を
開
放
し
て
難
民
と

の
交
流
を
図
る
オ
ー
プ
ン

デ
ー
を
実
施
し
、
延
べ

２
４
９
７
人
が
参
加
し

た
。
ま
た
、
作
成
し
た
ポ

ス
タ
ー
は
、
鎌
倉
市
内
の

全
小
中
学
校
に
配
布
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
難

民
と
生
徒
が
交
流
し
な
が
ら
難
民
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
学
校
の
授
業
に
発
展
し
て
い
る
。

地
域
通
貨
「
ク
ル
ッ
ポ
」
を
活
用
し
た

社
会
参
画
の
取
り
組
み

　
「
難
民
の
社
会
参
画
の
政
策
化
と
支
援
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
提
供
事
業
」
で
は
、
事
業
を
通
し
て
実
施
す
る
難

民
の
回
復
プ
ロ
セ
ス
や
地
域
に
お
け
る
社
会
参
画
を
、

地
域
行
政
と
の
連
携
・
政
策
化
に
結
び
つ
け
、
将
来

的
に
は
全
国
の
難
民
支
援
団
体
や
自
治
体
で
活
用
で

き
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
令

和
3
年
度
は
活
動
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ
と
に

取
り
組
ん
だ
。

　
「
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
鎌
倉
市
の
地
域

通
貨『
ク
ル
ッ
ポ
』を
活
用
し
た『
な
ん
み
ん
カ
フ
ェ
』

を
開
催
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
の
難

民
が
母
国
の
料
理
を
提
供
し
ま
し
た
。『
な
ん
み
ん
カ

フ
ェ
』
は
大
変
好
評
で
、
食
を
通
じ
て
地
域
住
民
と

交
流
し
な
が
ら
、
難
民
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
地
元

企
業
と
協
働
し
、
不
用
品
を
再
利
用
し
た
消
臭
袋
の

開
発
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、『
ク
ル

ッ
ポ
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
１
』
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
部
門
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
支
援
を
受
け
る
側
の
難
民
が
、
地

域
通
貨
を
活
用
し
た
活
動
を
通
じ
て
地
域
住
民
に
与

え
る
側
に
な
る
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

（
有
川
氏
）。

　

関
係
機
関
と
の
連
携
で
は
、
市
民
グ
ル
ー
プ
や
社

協
、
社
会
福
祉
施
設
、
市
議
会
議
員
、
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
が
集
ま
り
、
難
民
受
け
入
れ
の
事
例
を
学
び
、

意
見
交
換
を
行
う
学
習
会
を
開
催
し
た
こ
と
を
き
っ
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利用者の精神的な回復を目的に、音楽家
の指導による音楽セラピーを実施

敷地内にある畑では、毎週土曜日に利用
者が地域住民と交流を図りながら、野菜
の栽培に取り組んだ
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

�お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

か
け
に

「
鎌
倉
な

ん
み
ん
共

生
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が

創
設
さ
れ

た
。
フ
ォ

ー
ラ
ム
に

は
当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
警
察
署
や
地
元
企
業

も
参
画
し
、
地
域
に
お
け
る
難
民
の
受
け
入
れ
と
支

援
の
た
め
の
検
討
や
連
携
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

行
政
や
関
係
機
関
と
の

連
携
が
強
化

　

助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
難
民
認
定
申
請
者
に

シ
ェ
ル
タ
ー
を
提
供
し
、
身
体
的
・
精
神
的
な
回
復

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
社
会
へ
の
発
信
や
交
流
を

通
じ
て
、
地
域
と
つ
な
が
り
な
が
ら
互
い
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、『
鎌
倉
な
ん
み

ん
共
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

鎌
倉
市
議
会
で

の
議
論
が
高
ま

り
、
難
民
政
策

に
つ
い
て
の
国

へ
の
提
言
『
人

道
的
見
地
で
難

民
政
策
の
見
直

し
を
求
め
る
こ

と
に
関
す
る
意

見
書
』
が
提
出

さ
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
」（
有
川
氏
）。

　

さ
ら
に
、
令
和
5
年
6
月
に
は
、
同
法
人
の
働
き

か
け
に
よ
り
、
鎌
倉
市
が
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
難
民
を
支
え
る
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の

賛
同
署
名
を
行
っ
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
自
治

体
と
し
て
可
能
な
難
民
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
令

和
５
年
８
月
末
時
点
で
、
日

本
を
含
め
た
55
カ
国
、
２
９ 

１
自
治
体
が
参
加
し
て
お

り
、
日
本
で
は
鎌
倉
市
が
11

番
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
鎌
倉
市
、
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
、
地
域
の
関
係
団
体

と
の
連
携
を
強
化
し
、
難
民

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
の
市
民
活
動
へ
の
支

援
や
理
解
・
啓
発
に
関
す
る

情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。

〒 248−0001
神奈川県鎌倉市十二所 80　イエズス会殉教者修道院
T E L： 0467−55−5422
F A X： 0467−55−5423
U R L： https://arrupe-refugee.jp
設　　立：令和 2 年 2 月
理 事 長：榎川　勝也

◆団体概要

　　

　難民支援に関しては、40 年近く取
り組んできましたが、政府や日本社会
のほうで難民を受け入れる素地がなか
なか育たないという印象があります。
私自身は難民を受け入れられるように
なること自体が、日本社会を豊かにす
ると考えているため、世界的な困難に

ある人を受け入れることを進めていきたいと思っています。
　ただ、日本で難民として認められるのは1％以下という現状を
みても、いまの生活に耐えて、「もう少し頑張れば何とかなる」と
いうことは現実的ではなく、グローバルなネットワークのなかで、
難民の居場所を日本以外でも探すようなスキームも必要だと考
えています。現在はミャンマーの問題をアジアのなかで考える
ネットワークが構築されており、日本での受け入れが難しい人
の居場所を探すことにも取り組んでいきたいと思っています。

NPO 法人アルペなんみんセンター
理事・事務局長　有川  憲治氏

日本以外で難民の居場所を探す
スキームが必要
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多様な主体が参画する「鎌倉なんみん
共生フォーラム」が創設され、地域に
おける難民の受け入れや支援に関する
連携が図られている

市内の小中学校にポスターを配布した
ことをきっかけに、学校の授業として
難民と生徒が交流する活動に発展。若
年層から難民への理解を深めることに
つながった

NPO法人
アルペなんみんセンター

地域連携コーディネーター

漆原  比呂志氏
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